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令
和
五
年
三
月
十
五
日
発
行
（
毎
月
一
回
十
五
日
発
行　

第
七
十
三
巻
四
号
）

令
和
五
年
三
月
十
五
日
発
行
（
毎
月
一
回
十
五
日
発
行　

第
七
十
三
巻
四
号
）

4
月
号
締
切
り
＝
条
幅
4
月
5
日
・
半
紙
4
月
21
日　
競
書
成
績
発
表
＝
6
月
号（
5
月
15
日
発
行
号
）

姓　

名

か　

な

段 級漢　

字

段 級
全書芸展

全
書
芸
4
月
号

昇
段
級
試
験
課
題

二
〇
二
三
年 ◎昇段級試験締切り 7月21日厳守 ◎送り先 〒101−8715 東京都千代田区神田局私書箱37号 全日本書芸文化院昇試係

規　

定

●
受
験
資
格

<

購
読
会
員
の
み>

〇‌�
一
級
以
上
の
会
員
は
条

幅
部
で
受
験
の
こ
と
。

〇‌�
二
段
以
上
の
会
員
は

月
例
条
幅
年
間
八
回

以
上
出
品
。

〇‌�

師
範
部
受
験
希
望
者

は
全
書
芸
展
の
出
品

を
要
す
。
書
歴
用
紙

に
出
品
証
を
貼
付
。

●
月
例
条
幅
出
品

　

臨
書
、
倣
書
又
は
創

作
で
昨
年
七
月
出
品
～

本
年
六
月
出
品
で
年
間

八
回
以
上
。

<

以
下
加
算
可>

書
初
出
品
：
一
回
分

全
書
芸
展
出
品
：
二
回
分

書
道
講
習
会

二
日
参
加
：
二
回
分

一
日
参
加
：
一
回
分

●
作　

品

　

‌�

下
記
課
題
の
作
品
を

要
し
ま
す
。

●
そ
の
他

・‌�

全
書
芸
展
出
品
証
は

三
月
下
旬
送
付
。

・‌�

必
ず
書
類
完
備
の
上

出
品
く
だ
さ
い
。

・‌�

各
部
共
、
用
紙
は
白
・

無
地
に
限
る
。

・‌�

師
範
部
合
格
者
は
認

定
料
二
五
、〇
〇
〇
円

を
要
し
ま
す
。

・‌�

師
範
受
験
の
書
歴
用

紙
は
、
返
信
用
封
筒

に
切
手
貼
付
、
宛
先

記
入
の
上
、
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
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２０23 年　一般部　昇 段 昇 級 試 験　‖ 受験要項 ‖　
※出品票にバーコードシールが必要です

部

出
品
資
格

出
品
作
品
書
体

課　
　
　
　
　
　
　
　

題

型　

式
・
枚　

数

提
出
方
法
と

受　

験　

料

漢　　　　字　　　　部
師 範 部

準師範者
（三段で飛級受験者）

創
作

創
作

臨
書

臨
書

楷行草隷

⃝

一い
っ
せ
い
の
さ
ん
ち
ょ
う
し
ょ
う
ん
の
そ
と

聲
山
鳥
曙
雲
外　

萬ば
ん
て
ん
の
す
い
け
い
し
ゅ
う
そ
お
う
の
う
ち

點
水
螢
秋
草
中�

（
許
渾
）

⃝

右
の
語
句
を
行
書
で
書
く
。

⃝

智
永
千
字
文
＝
四
、五
、六
、七
月
号
古
碑
法
帖
掲
載
部
分
の
中
か
ら
に
限
る
。

　

※
字
数
随
意
。
月
を
ま
た
い
で
の
語
句
の
選
定
は
不
可
で
す
。

⃝

曹
全
碑
＝
昨
年
十
二
、一
、二
、三
月
号
古
碑
法
帖
掲
載
部
分
か
ら
に
限
る
。

　

※
字
数
随
意
。
月
を
ま
た
い
で
の
語
句
の
選
定
は
不
可
で
す
。�

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
四
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

規
定
の
書
歴
用
紙
に

記
入
し
て
添
付
す
る
。

⃝

受
験
料
八
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

条 幅 部
三段以下何級で
も受験できる　

創
作

創
作

臨
書
　

楷行草

⃝

小し
ょ
う
そ
う
は
ん
や
せ
い
と
う
の
あ
め

窓
半
夜
靑
燈
雨　

幽ゆ
う
じ
ゅ
い
っ
て
い
こ
う
よ
う
の
あ
き

樹
一
庭
黃
葉
秋�

（
眞
山
民
）

⃝

右
の
語
句
を
行
書
で
書
く
。

⃝

智
永
千
字
文
＝
四
、五
、六
、七
月
号
古
碑
法
帖
掲
載
部
分
の
中
か
ら
に
限
る
。

　

※
字
数
随
意
。
月
を
ま
た
い
で
の
語
句
の
選
定
は
不
可
で
す
。�

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
三
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

　

出
品
票
に
現
段
級
を

明
記
す
る
。

⃝

受
験
料
五
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

半 紙 部
二級以下のもの
が受験できる　

創
作

創
作

　臨
書

楷行草

⃝

庶
幾
中
庸

⃝

庶
幾
中
庸

⃝

智
永
千
字
文
＝
庶
幾
中
庸

⃝

半
紙
た
て
書　

一
枚

⃝

右
に
同
じ　
　

一
枚

⃝

右
に
同
じ　
　

一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
三
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

　

出
品
票
に
現
級
又
は

新
規
を
明
記
す
る
。

⃝

受
験
料
二
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

か　　　　な　　　　部
師 範 部

準師範者
（三段で飛級受験者）

創
作

創
作

臨
書

ＡＢ
⃝

短　

歌
＝
吹ふ

き
の
ぼ
る
夕4

川か
は

風か
ぜ

に
小を

簾す

巻ま

け
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲4

居ゐ

を
か
け
て
螢ほ

た
ると

ぶ
な
り�

（
加
納
緒
平
）

⃝
俳　

句
＝
松ま

つ

風か
ぜ

に
誘さ

そ

は
れ
て
鳴な

く
蟬4

一ひ
と

つ�

（
日
野
草
城
）

⃝

金
沢
本
万
葉
集
＝
昨
年
十
二
、一
、二
、三
月
号
古
筆
か
な
条
幅
手
本
部
分
か
ら
に
限
る
。 ⃝

半
切
た
て
書

　

Ａ
Ｂ
と
も　

各
一
枚

　

⃝
印
は
必
ず
漢
字

　

そ
の
他
は
漢
字
、
ひ

　

ら
が
な
、
変
体
が
な

　

自
由

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
三
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

　

規
定
の
書
歴
用
紙
に

記
入
し
て
添
付
す
る
。

⃝

受
験
料
八
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

条 幅 部
三段以下何級でも
受験できる　　　

創
作

　
　臨

書

⃝

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
い
に
し
へ
人4

の
思お

も

ほ
ゆ
る
杉す

ぎ

は
し
づ
く
を
落4

し
そ
め
け
り

�

（
中
村
憲
吉
）

⃝

本
阿
弥
切
＝
今
年
度
四
、五
、六
、七
月
号
古
筆
か
な
条
幅
手
本
部
分
の
中

か
ら
に
限
る
。

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

　

⃝
印
は
必
ず
漢
字

　

そ
の
他
は
漢
字
、
ひ

　

ら
が
な
、
変
体
が
な

　

自
由

⃝

半
切
た
て
書　

一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
二
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

　

出
品
票
に
現
段
級
を

明
記
す
る
。

⃝

受
験
料
五
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

半 紙 部
二級以下のものが
受験できる　　　

創
作

⃝

み
づ
う
み
に
雲4

も
匂に

ほ

ひ
て
う
つ
ろ
へ
ば
恋こ

ほ

し
き
も
の
の
限か

ぎ

り
し
ら
れ
ず

�

（
斎
藤　

史
） ⃝

半
紙
た
て
書　

一
枚

　

⃝
印
は
必
ず
漢
字

　

そ
の
他
は
漢
字
、
ひ

　

ら
が
な
、
変
体
が
な

　

ち
ら
し
自
由

⃝

臨
書
は
半
紙
た
て
四
行
一
枚

⃝

各
体
一
枚
計
二
枚
を

ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
る
。

　

出
品
票
に
現
級
又
は

新
規
を
明
記
す
る
。

⃝

受
験
料
二
、〇
〇
〇
円

を
振
替
入
金
の
こ
と
。

臨
書

⃝

本
阿
弥
切
＝�

わ
が
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
り
て
苔

の
む
す
ま
で

現
在
一
級
の
方
は
半
紙
部
で
は
受
験
出
来
ま
せ
ん
。
条
幅
部
で
受
験
の
こ
と
。
◎
か
な
部
作
品
に
は
す
べ
て
濁
点
を
付
け
な
い
こ
と
。
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令
和
五
年
三
月
十
日　

印
刷

令
和
五
年
三
月
十
五
日　

発
行

九
〇
〇
円

（
税
込
・
送
料
一
〇
〇
円
）

金
子
閣
亭
・
嶋
口
一
葉

大
野
幸
子
・
山
口
萓
雨

鈴
木
幸
風

編
集
後
記

○
昇
段
昇
級
試
験
の
課
題
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
各
問
題
を
良
く
確
か
め
て
、
正

確
に
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
地
方
及
び
東
京
で
の
書
道
講
習
会
の
内

容
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
今

ま
で
の
Ⅰ
部
が
残
念
な
が
ら
無
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
〴
〵
ご
確
認
の
上
、
お

申
込
み
下
さ
い
。

○
表
紙
の
図
版
は
「
権
量
銘
」
で
す
。
秦

の
始
皇
帝
が
度
量
衡
の
統
一
を
し
た
時

の
桝
に
刻
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ

れ
も
統
一
さ
れ
た
小
篆
で
す
。

○
表
2
は
「
金
石
文
字
之
美
」
と
題
し
て

拓
本
研
究
家
と
し
て
高
名
な
伊
藤　

滋

先
生
に
執
筆
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

書
道
の
勉
強
に
は
欠
か
せ
な
い「
拓
本
」

の
い
ろ
〳
〵
な
話
し
が
楽
し
み
で
す
。

○
一
般
誌
の
今
年
度
の
企
画
は
『
書
道
を

普
段
の
字
に
い
か
す
』
と
題
し
、漢
字
・

か
な
そ
れ
〴
〵
の
読
者
の
学
書
の
糧
に

に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
『
学

書
の
友
』
で
は
「
古
典
を
深
め
る
」
と

題
し
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
古
典
の
解
説
を

し
ま
す
。

○
ペ
ン
全
書
芸
誌
で
は
『
名
筆
を
習
う
』・

『
手
紙
文
』
の
古
典
と
実
用
書
の
双
方

を
学
べ
、
両
部
門
に
出
品
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

（
閣
亭
）

info@
z-shogei.co.jp

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
―
一
〇
―
一

―

―

吉

田

菁

風

※郵便は〒 101−8715 神田局私書箱 37 号へ　宅配便は〒 101−0054 千代田区神田錦町 1−10−1　サクラビル１F へご送付お願い致します。
※お振込口座は上記郵便振替、または三菱ＵＦＪ銀行（ホームページ【お支払い方法】参照）にて会員番号を明記の上ご入金をお願い致します。
■全書芸合本ファイルの販売を終了いたしました
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令
和
五
年
度　

編
集
担
当
ご
挨
拶

○
こ
の
立
場
で
の
編
集
は
初
め
て
で
聊
か
心
配
。
と
は
い
え
、
半
年
前
か

ら
準
備
し
て
来
ま
し
た
。
編
集
委
員
協
力
の
下
、
よ
り
良
い
誌
面
に
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
・
支
部
長
の
先
生
方
は
じ
め
、
全
員

皆
様
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

金
子　

閣
亭　

○
三
回
目
の
編
集
と
な
り
、
一
般
誌
を
担
当
致
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
つ
誌
面
と
な
る
様
、
微
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

諸
先
生
、
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
の
ご
教
示
、
ご
支
援
の
程
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

嶋
口　

一
葉　

○
三
度
目
の
か
な
担
当
で
す
。
金
子
編
集
長
の
も
と
、
常
に
初
心
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
諸
先
生
方
、
事
務
局
の

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

大
野　

幸
子　

○
二
度
目
の
編
集
と
な
り
学
生
版
中
学
部
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
手
書
き

の
文
字
の
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
、
楽
し
く
向
き
合
っ
て
い
た
だ
け
る
誌

面
を
目
指
し
ま
す
。

　

諸
先
生
、
会
員
、
関
係
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
、
ど
う

ぞ
よ
そ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

山
口　

萓
雨　

○
学
生
版
小
学
部
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
全
書
芸
の
編
集
に
関

わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
う
の
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
力
不
足
の
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
ご

教
示
い
た
だ
き
な
が
ら
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
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古
代
に
金
属
や
碑
石
等
に
刻
さ
れ
た
日
本
や
中
国
の
文
字
を
、
書

の
世
界
で
は
手
本
に
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
古
の
漢

字
と
さ
れ
る
甲
骨
文
字
か
ら
始
ま
り
、
碑
石
を
始
め
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
文
字
が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
そ
う
し
た
古
代
の
金
石
文
字
の
中
か
ら
、
筆
者
の
主
観
的

な
視
点
で
、
魅
力
あ
る
と
考
え
る
金
石
文
字
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
、
古
代
中
国
の
宮
殿
建
築
に
使
用
さ
れ
て
い
た
屋
根
瓦
の

文
字
で
す
。

　
　
『
千
秋
万
歳
』
瓦
・
漢
時
代

  『
千
秋
万
歳
』
瓦
（
図
①
）
は
、
漢
時
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
が
、
建
物
が
滅
び
、
屋
根
瓦
が
地
中
に
埋
ま
り
、
近
年

出
土
し
た
も
の
で
す
。
古
代
の
瓦
の
様
式
も
、
日
本
の
奈
良
な
ど
の

古
い
寺
院
の
屋
根
瓦
も
様
式
は
同
じ
で
す
。
こ
う
し
た
軒
先
瓦
の
先

端
（
図
②
）
に
『
千
秋
万
歳
』
の
文
字
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
瓦
の
大
き
さ
は
、
円
の
直
径
が
23
㎝
ほ
ど
で
す
。

こ
の
円
を
四
等
分
し
て
、
縦
横
の
界
線
で
区
切
り
、
円
の
四
分
の
一

の
扇
形
の
中
に
「
千
秋
万
歳
」
の
四
字
を
布
置
し
て
い
ま
す
図
③
。

文
字
の
書
体
は
、
楷
書
と
は
異
な
り
、
古
い
篆
書
体
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
漢
時
代
は
、
碑
文
な
ど
に
は
、
隷
書
体
が
多
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
篆
書
体
も
併
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
篆
書
体
の
方

が
、
字
形
を
特
殊
な
形
の
中
に
布
置
す
る
の
に
は
、
隷
書
体
よ
り
も

扱
い
に
便
利
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
千
秋
」
の
二
字
は
、
わ
か
り
易
い
で
す
が
、

「
萬
」
字
は
、
旧
字
体
を
使
用
し
て
い
ま
す
。「
歳
」
な
ど
は
、
書
体
字
典
で
字
形
や
篆

書
の
文
字
構
造
を
確
認
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
拓
し
、
写
し
取
ら
れ
た
文
字
を
見
る

と
、
篆
書
の
構
造
の
文
字
を
、
決
め
ら
れ
た
紙
面
の
中
に
、
線
を
曲
げ
た
り
、
長
く
し

た
り
、
偏
と
旁
の
大
き
さ
を
変
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
二
千
年
近
く
前
の
瓦
職

人
の
生
み
出
し
た
文
字
造
形
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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瓦
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